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萋.は じめに

情報化社会 といわれる今 日,文 系や非情報系

学科における情報処理教育の重要性が高まって

いる。現代のように高度に情報化 した社会では,

情報処理の専門家や技術者だけでな く,す べて

の人々にとって情報処理に対する正 しい知識 と

素養が不可欠になってお り,今 後 この傾向はさ

らに強 まると予想 される。そこで,大 学におけ

る情報処理を考える場合,情 報処理を専門とす

る学生 と専門 としない学生に対する教育は区別

して考える必要がある。情報処理 を専門 としな

い学生に対する情報処理教育は,現 代社会を生

きていく上で必要な情報処理に関する知識 と素

養を身につ けさせるという一般教育的な意味を

もつ。本論では,本 学家政科で平成2年 度より

行ってきた情報処理教育の経験をもとに,文 系

および非情報系学科における一般情報処理教育

の在 り方について考察 し検討する。

2.情 報 リテラシー教育の目的

本学家政科での情報処理の授業は,情 報 リテ

ラシー教育の観点から次の3つ の教育方針を柱

に行っている。

①:情 報機器に拒否反応をもたせないよう抵抗

なく慣れ親 しませ る。

②:単 に,授 業で扱 う情報機器の操作を教わる
'という受動的な姿勢ではな く

,自 ら操作等

の仕方 を身につけるという能動的な姿勢で

受講す ることにより,新 しい情報機器を扱

う場面 に直面 したとき対応できる力を養成

する。

③:コ ンピュータの有用性 と限界およびコンピ

ュータの社会におけるマイナス面を含めた

存在意義について自分の考え方 をしっか り

もつ よう指導す る。

① と②は,互 いに背反する指導方針である。学

生を懇切丁寧に指導することにより,情 報機器

に対 しスムーズに慣れ したしませることは最 も

重要なことであるが,あ まり度が過 ぎると,学

生が教員に過度に頼 る(甘 える)よ うにな り,

何 をするにも遂一教員に聞 きながら操作するこ

とになる。そ して,最 終的には,授 業で与えら

れた課題 をこなすだけで,何 一つ身につかない

とい う結果 に終わる。そのため,あ る程度突き

放 し主体的に課題に取 り組む姿勢 をもたせる必

要がある。 しか し,こ れ も度が過 ぎると,い た

ずらに情報機器に対 し拒否反応をもたせた り,

理解で きず に落伍させて しまう原因になるので,

懇切丁寧に指導することと,あ る程度突 き放す

ことの兼ね合いを慎重にとらなければならない。

これが,文 系および非情報系学科での一般情報

処理教育の最大の課題であり,こ の成否により

教育効果は大 きく左右する。また,③ は,大 学

での一般情報処理教育は,単 に技能の養成だけ

でな く,情 報化社会に生 きるための技能および

教養の両面についての対応力 を養成することが

必要 という考えからの教育方針である。人間と

コンピュータとの関わ りにおいて,主 体はあ く

まで人間にあ り,人 間の意志で有効に利用する

ことによりコンピュータの存在意義は生 じる。

コンピュータと人間および社会との関わりにつ

いて考えることは重要 なことであり,コ ンピュ
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一 タの機能
,性 能等 の発展 に浮 かれて いる うち

に,社 会 において コ ンピュータが一人歩 きを し,

人 間が コ ンピュータに制御 される社 会が で きて

しまった ら,人 類 に とって取 り返 しのつ かない

ことにな る。 コンピュ ータを使 う場 合 あるい は

学ぶ場合,こ の こ とに十分留意 す るこ とが必 要

で あ る。 この観 点 か ら,「 情報化 社 会 をい か に

生 きるか」を常 に学生に問いかけなが ら,授 業

を行っている。

3.本 学家政科学生の情報処理に対する関心

本学家政科では,情 報処理(平 成5年 度より

情報処理演習(1))は1年 の後期に開講 し2

年の前期に終了する選択科 目であるが,表1に,

表1情 報処理の履修および単位得者数

平成2年 度 平成3年 度 平成4年 度 平成5年 度

家政科入学者数 207名 210名 206名 210名

情報処理履修者数 186名 209名 193名 205名

全入孛者数に対する割合 89.8% 99.5% 93:.7% 97.6%

情報処理単位取得者数 186名 204名 186名

全履修者数に対する割合 100% 97.6 96.4%

全入学者に対する割合 89.8% 97:1 90.3%

情報処理を履修および単位 を取得 した家政科学

生の数を示す。家政科全入学者数に対 し,こ れ

まで毎年89.8-99.5%の 学生がi青報処理 を履修

し,89.8-97.1%の 学生が単位 を取得 してる。

また,出 席率は,就 職活動期で も85%前 後,そ

れ以外の時期は常時90%以 上であり,学 生の情

報処理に対する関心の高さを示 している。

4.こ れ までの教育 内容

4.1キ ーボ ー ド操 作 の練 習 とその重要性

現在,教 育機 関やオ フ ィス,家 庭 で コン ピュ

ー タを使 う場合 は
,キ ーボー ド操 作 に よ りコ ン

ピュー タを動作す る。大学等 の コ ンピュー タ実

習 の授業 で,カ ー ドリーダー によ り入 力 してい

図1キ ーボー ドの指使 い
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た時代 を考 える と隔世の感が あ り,コ ンピュー

タは正 に 「押す だ け」で使 え る機 械 になったの

であ る。 しか し,コ ンピ ュー タが我 々に とって

身近か になった分,そ れを敏速 にかつ正確 に操

作 す ることが要 求 され る ようになる。我 々 は,

コ ンピュータのキ ーボ ー ドのキ ーを押す ことに

よ りコンピュー タに指示 を出すわ けで あるが,

人 問の言葉 や人間関係 と同様,た どた どし く指

示 を伝 える よ り,流 暢 に伝 えた方が コ ンピュー

タとのつ き合 い もよ り円滑 な もの になる。 また,

英 語等 の外 国語 を学ぶ場合,適 当 に発音 す る よ

りも,正 しい発 音 を身 につ けた方が上達 は早 い

し,ま た,興 味 も湧い て くるもので ある。 同様

に,コ ン ピュー タの場合 も,正 しいキーボ ー ド

操作 を身につ けた方が,コ ンピュー タ自体 の操

作 も上達す る し,よ り興 味が湧 いて くるはず で

あ る。英語 の発音 の悪 い ことが原 因で外 国人 と

の会話が うま くいかず英 語 アレルギーに なる こ

とが あるの と同様,キ ーボ ー ド操作 が うま くい

か ない とコ ンピュータア レルギ ーにな る恐れ も

あ る。 キーボー ドのキ ー は,ど の指 で押 して も

コンピュー タの動作そ の もの は全 く同 じであ る

が,各 キーを打 つ指 は決 め られて いる。図1は,

キ ーボ ー ドの一部 と各 キー をどの指で打 つか を

示 した ものであ る。 この ような正 しい指使 い を

徹 底す るこ とに よ り,キ ーボ ー ドの操作 は著 し

く上達す る。慣 れ ない うち は,正 しい指使 いで

操 作す るよ りも,適 当 にキ ーを押 した方 が楽で

あ るが,そ こで楽 を して しまうと決 して上達 し

な い。正 し く操作 す る と,初 め のうちはか えっ

て速度 は遅 くな るが,正 しい指使 いに慣 れ るに

従 って正確 に速 く打て る ようになる。 一度適 当

にキーを打つ癖 をつ けて しまうと,正 しい指使

い に直 そう として も,指 が楽す るこ とを覚 えて

しまっているので,す ぐに もとに戻 って しま う

もので ある。正 しい指使 い を徹 底 しその習慣 を

身 につ けるため,授 業 において は,た とえ一つ

のキ ーを押す場合 で も正 しい指 で押す ように指

導 してい る。毎 年,開 講後最初 の2回 程度,キ

一ボ ー ド操作 練習用 の ソフ ト[タ イ プ ・クイ ッ

ク]を 用 いて練習 を行 っている。 この練 習 の と

きには各学 生 は正 しい指で キーを打つ が,ワ ー

プロ,ス プ レ ッ ドシ ー トの演 習にな る と,も は

や指使 い どころで はない とい う感 じにな ってい

るのが現状 で ある。

4.2ワ ー プロ(一 太郎)演 習

ワープ ロ演習 と して,日 本語 ワープ ロ ・ソフ

ト 『一太郎』 の演 習 を行 ってい る。文 字入力,

文 書 の保存,読 み込 み,か な漢字変換,罫 線処

理 お よびプ リンタ等 の周辺機 器の操作 等 を学 び,

簡 単 な ビジネス文書 を作成 す るこ とがで きる程

度 の力 を養成す るこ とを 目標 と してい る。 キー

ボー ド操作 の練 習 とワープ ロ演習 は,授 業 の前

半(1年 の後期)に 行 ってい るが,一 人一 人が

コンピュー タに慣 れ親 しみ,興 味が湧 い て くる

よう指導 してい る。入力 した文書 を保 存 したつ

も りが保存 されて いなか った等の操作 ミスがあ

った り,ま た,た また ま座 った席 の機 器 の不調

等 に 出 くわ した りす る と,厂 自分 とコ ンピュー

タの相 性 は悪 い」 と決 めつ けて しま う学生が い

るので,こ の ようなこ とがない よ う細心 の注意

を払 ってい る。

4.3ス プ レッ ドシー ト(LOTUS1-2-3)演 習

授 業の後半(2年 の前期)は,ス プ レ ッ ドシ

ー ト(表 計算)
,チ ャー ト,デ ー タベ ー ス機 能

をもつ ソフ トウェ アLOTUS1-2-3の 演 習 を行

ってい る。 この演習 のため学生 に課 す問題 は,

学 生 のニ ーズ,興 味 に合 った もの を選 ぶ よう心

がけてい る。 これ は,文 系,理 系 を問わず情報

処理教 育 におけ る常識 であ り,例 えば,理 系 の

学生 に会計処理 の例題 はふ さわ しくない ことは

言 うまで もない。文系 には文系 に適 した例 題 を

選択 す るこ とが重要で ある。授業で は主 に家計

簿作成 の例題 を取 り上 げ,そ れ を もとに,表 の

作成,表 の縦横集 計,複 写,表 示形式 の変更,

行 と列 の挿入 お よび削 除,円 グ ラフ,棒 グラフ,

一3一



レー ダーチ ャー トグラ フ,折 線 グ ラフ,積 重 ね

棒 グ ラフ等 の表示,表 とグラフの印刷,各 種 関

数 の使用,ソ ー ト,検 索,抽 出等 を学 んでい る。

LOTUS1-2-3を 学 ぶ以上,マ クロ機 能 を知 っ

てお きたい ところであ るが,そ こまで は とて も

手が 回 らないのが現状 で ある。

4.4教 育効果

表1に 示す通 り,情 報処理 を履修 した学生の

大部分が単位を取得 している。単位の取得 は,

授業への充分な出席 はもちろん,指 定 した課題

のすべてを提出したことを意味する。毎年最後

の定期試験期間中に筆記試験を実施 しているが,

充分な出席 と指定 した課題すべての提出をもっ

て受験資格 としているので,試 験範囲の内容は

授業中の課題消化という形で習熟 しているはず

であるにもかかわらず,試 験の結果は毎年芳 し

くないのが現状である。その理由の一つ として,

机の上での筆記試験 と,普 段の授業のように実

際にコンピュータを操作 しなが らの演習 とは違

いがあ り,コ ンピュータを使 っての演習に慣れ

親 しんだ上での筆記試験は勝手が違うというこ

とも考えられる。 しか し,定 期試験当日に就職

試験等で試験を受験できなかった学生に対 し,

再試験 として実技試験 を実施 したこともあるが,

結果は同 じく芳 しくない ものであった。以上を

2章 で挙げた3つ の教育方針 と照らし合わせ教

育効果 を検討 してみると,履 修 した学生の大部

分が落伍することな く,毎 回課される課題を消

化 しなが ら最後 まで授業 に出席 していることは,

①の目的が達成 されていると考えることができ

るが,そ の一方で,普 段の授業での演習と異な

る試験という形式になると途端に普段できてい

ることができな くなるということは,② の目的

が充分達成 されていないと考えられる。①と②

は,互 いに背反する教育 目的であり,そ の兼ね

合いが大切であると2章 で述べたが,こ れまで

の授業では,そ の兼ね合 いの中で①に重点が置

かれていたことが予想 される。 しかし,こ れ以

上① を犠牲にすることはで きない というのが正

直な気持ちであ り,① の重みを維持 しながら②

の目的達成のため授業をよ り充実 させ ることが

必要である。

4.5学 生の声

最終試験 において,情 報処理に対する学生の

考え方 を問う問題 を出題 しているが,そ の中で

授業に対する意見 を書いて くれる学生が多 く,

それ らの中で,初 めの うちは使い方がよくわか

らないため戸惑 うことが多いいが,次 第に慣れ

てきて,1年 間の授業が終了するころには面白

くなってきたという意見が多い。学生にその科

目の興味をもたせ ることは教育の大 きな目的の

一つであ り,そ の意味では喜ばしいことである

が,せ っか くコンピュータが面白 くなってきた

ところで授業が終わってしまって残念だという

意見 もまた多い。コンピュータに興味をもった

学生 に対 し,さ らに半期の授業 を提供すべ きと

考えるが,平 成5年 度からこのための半期の授

業 「情報処理演習(2)」 が2年 の後期 に用意

されており,学 生の要求がある程度満たされる

もの と考えられる。なお,こ の関連 として,情

報処理のカリキュラムについて次章で述べる。

また,コ ンピュータの長所 と短所について各

自の考え方 を問う問題に対 し,コ ンピュータの

欠点 として,目 に悪い等のコンピュータの使用

による健康面への悪影響,お よび,温 かみに欠

ける等コンピュータの人間味のない点を挙げる

学生が 目立つ。

5.情 報処理教育のカ リキュラム

学生に授業を提供する場合,カ リキュラムの

作 り方が重要 となるが,本 学家政科 を例 にとり,

一般情報処理教育のカリキュラムについて検討

する。

平成4年 度までの家政科 における情報処理の

カリキュラムは,情 報処理の授業を選択するか

否かの選択肢 しかなかったが,平 成5年 度か ら,

一4一



1年 の後期か ら2年 の前期にかけての情報処理

演習(1)(4コ マ)と2年 の後期の情報処理

演習(2)(1コ マ)が 用意されている。情報

処理演習(1)は すでに授業が始 まっているが,

これまでの情報処理と同 じ内容 を扱 うことにし

ている。情報処理演習(2)は,平 成6年 の後

期 に初めて行われる授業であるが,受 講資格は

情報処理演習(1)の 単位取得者とし,内 容と

しては上級表計算と簡単なプログラミングを予

定 している。情報処理の上級 コース として,

LOTUS1-2-3の マクロ機能 と入門者向 きの汎

用プログラミング言語BASICに ついて講義 し,

具体的な応用の演習を通 してプログラミングの

概念を学ぶことをねらいとする授業 を考えてい

る。教材については,表 計算には情報処理演習

(1)と 同じ教科書 を使い,BASICに は,パ

ソコン実習室に教材 として50冊 用意されている

「入門BASIC」(長 嶋,神 田著,槇 書店)を 使

うことがで き,ま た,フ ァイルの保存には,情

報処理演習(1)で 各学生が購入 したフロッピ

ーディスクを引き続 き使うようにするので,学

生に新たな経済的負担 をかけずに済む。現在,

パ ソコン実習室のパソコンのハー ドデ ィスクに

はBASICの システ ムが用意 されて いるが,

QuickBASICの システムも用意することを提案

表2

したい。BASIC言 語 は,そ の正式 な名 称 を

Beginner'sAll-purposeSymbolicInstructionCode

とい い,こ の頭文字 をと りBASICと 呼 ばれ る。

BASICは,1964年 に 米 国 ダー トマ ス大 学 のケ

メニ ー とクル ッツが コ ンピュータのプ ロ グラ ミ

ングをや さ しく学べ る ことを 目的に開発 した プ

ログラ ミング言語 で,当 時 のよ うに通常 の処理

系 の能力が不十分 であ った時代 に は,教 育 目的

の プロ グラ ミング言 語 と してその存在意 義 はあ

った。 しか し,構 造 化 プログ ラム を作 りに くい

こ とな ど,現 在 において は教 育 目的 の言語 とし

て も適当で はない と考 える。その よ うな理 由か

ら,BASICの 機 能 にC言 語 等 の機 能 を加 えた

QuickBASICの シ ス テムを用 意 し,教 育環境 を

整 え るべ きと考 える。

さて,本 学家政科 の情 報処理 のカ リキュ ラム

は,平 成5年 度か ら情報 処理演習(1)を 受 講

した後,さ らに情報処 理 を勉強 したい学生 のた

め に情報処 理演習(2)が 用 意 された ので,一

つの授業 を選択す るか否かの選択肢 しかなか っ

た前年度 まで のカ リキ ュラムよ りは充実 したわ

けで あるが,さ らに,情 報処理演習(1)を 細

分化 し,学 生 の好 みや習熟度 に合 わせ て授 業 を

選 択 で きるようなカ リキ ュラムにす るこ とが望

まれ る。表2に,家 政科 にお ける情 報処理教 育

情報処理のカリキュラム

1年前期 1年後期2年 前期 2年後期

情報処理演習(1)

(4コ マ)

〉 情報処理演習(2)

(1コ マ)

(a)現 在 の カ リキ ュラム

'、
'、

1年 前期
'

,

、

、,「

/1年 後期 ＼、2年 前期
2年 後期

'

/初 級
ワー プロ乙!

(4コ マ)こ 気::

3上 駕ワ甥 甑
巡 初級表計 算 一.、
＼ き(1

コマ)

・う、上級表計算及び

拶 碧猾
,'

1丶き 初 級表計算 ・て＼

、(1コ マ)'
、

.__〉 上 級 ワ ー プ ロ ー'°一

＼7(1コ マ)/ 「、 σ 、'

、,'、、

,'、

(b)望 ま れ るカ リキ ュラム
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の現 在の カ リキ ュラム(a)と こ こで提案 する

カ リキ ュラム(b)を 示 す。現在 は,1年 の 後

期 か ら情報処 理の授業 をス ター トして いるが,

こ こでの提案 で は,1年 の 前期 か ら初級 ワープ

ロ コース を全 学生が受講 で きるよ うに4コ マ用

意 し,こ れ を受講 した後 さらにコ ンピュー タを

学 びたい学生 の ために,後 期 には上級 ワープ ロ

コース2コ マ と初級表計 算 コース1コ マ を用 意

し,ど ち らかの コース を学生 に選択 させ る。た

だ し,い ずれの コース も初級 ワー プロコースの

単 位取得 を受講資格 とし,希 望者 の数が どち ら

か に片寄 った場合 には,抽 選 か,あ るいは,初

級 ワープ ロコースでの成績順 とす る。 そ して,

2年 の前期 には,1年 の 後期 に上級 ワープロ コ

一スを受講 した後,初 級表計算 コースの受講を

希望する学生のために初級表計算 コースを1コ

マ,や はり,1年 の後期 に初級表計算 コースを

受講 した後,上 級ワープロコースの受講を希望

する学生のために上級 ワープロコースを1コ マ

用意する。いずれのコース も1年 の後期の場合

と同様,初 級 ワープロコースの単位取得 を受講

資格 とする。初級ワープロコース と初級表計算

コースはそれぞれ現在の情報処理演習(1)の

前半と後半の内容 と同じにすることにより,各

学期に1科 目ずつ情報処理の授業 を受講 した学

生 は,2年 の前期 までに現在 の情報処理演習

(1)に 上級 ワープロコースを加 えた内容を学

ぶことができる。なお,情 報化社会であると同

情報処 理演習(1)<一 一

(通期4コ マ)

キーボー ド操作

初級 一太郎

初級 ワープロ・一〉

(半期4コ マ)

初 級LOTUS1-2.3

上級 一太郎

初級WardStar

1>初 級表計算

(半期2コ マ)

上級 ワー プロ・一〉

(半 期3コ マ)

情 報処理演 習(2),ぐ 一一

(半期1コ マ)

上 級LOTUSl-2-3

[爾]
上級表計算及び

._〉初級プログラミング

(半期1コ マ)

図2カ リキュラムの比較
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時に国際化社会である現代社会に対応する能力

を養成するため,上 級ワープロコースでは,一

太郎の上級の内容に加 えWordStar等 の英文ワ

ープロも取 り入れるべ きと考 える。 また,2年

の前期は就職活動の時期なので,1年 のうちに

情報処理の知識と素養をある程度身につけた方

が就職にも有利であ り,そ の意味でも1年 の前

期から情報処理教育を行 った方が得策と考える。

最後に,2年 の後期の上級表計算及び初級プロ

グラミングコースは,現 在の情報処理演習(2)

と同 じ内容 とし,受 講資格 は現在の情報処理

(1)と 同じ内容の初級 ワープロコースと初級

表計算コースの単位取得が適当と考える。この

カリキュラムにより,家 政科 における情報処理

の授業の合計のコマ数は前期6コ マ,後 期4コ

マ(現 在のカリキュラムでは前期4コ マ,後 期

5コ マ)と な り,全 体のコマ数をあまり増やす

ことなく,学 生が各自の好みと習熟度に合わせ

て多様に情報処理の授業を選択することがで き

るようになる。図2に,こ こで提案 したカリキ

ュラムと現在のカリキュラムにおける各授業で

扱 う内容の比較 を示す。

6.情 報処理の応用

6.lLOTUS1-2-3に よる家計簿作成

実務科目である情報処理の授業では,社 会や

家庭における現実の事柄をテーマとして扱 うこ

支出のうちわけ

とが 望 まれ る。 ここで は,情 報処理演 習(1)

で 行 ってい る演習 の一つ のLOTUS1-2-3に よ

る家計 簿作成 につ いて紹介 す る。表3は,あ る

家庭 にお ける一 ヶ月の支 出の内訳で あ る(た だ

し,架 空 の デ ータ)。 授 業 で は,こ の表 を作成

させ,支 出 の内訳 が視 覚 的にわか るよ うに,図

3の よ うな円 グラ フ(a),棒 グ ラフ(b)の

表 示 を行 って いる。 さらに,表4の よ うな三 ヶ

月分 の支出の 内訳 の表 を作成 し,こ れ をもとに,

図4の ような各月 の支出 の内訳 がわか る棒 グラ

フ(a),積 重 ね棒 グラフ(b),レ ー ダーチ ャ

ー トグ ラフ(c)お よ びい くつかの項 目の三 ヶ

月 の支 出の推 移が わ かる折線 グ ラフ(d),積

重 ね棒 グ ラフ(e)等 の 表示 を行 ってい る。

表3一 ヶ月の支出のうちわけ

項目 金額 構成費

食料 74,582 25.5%

住居 12,856 44%

光熱 ・水道 17,548 6.0%

被服 ・はき物 22,158 7,6%

家具 ・家事用品 11,584 4.0%

保険医療 6,987 2.4%

交通通信 28,143 9.6%

教育 12,222 2.4%

教養娯楽 25,879 ,.

交際費 24,897 8.6%

その他 55,102. 18.9%

合計 292,048 100.09'0

図3LOTUS1-2-3に よ る1ヶ 月の家計簿 の グラフ表示
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表4三 ヶ月分の支出のうちわけ

項目 一 月 二月 三月

食料 74582 73,555 66,547

住居
■

12,856 13,541 11,289

光熱 ・水道

■

17,548 17,458 12,587

被服・はき物

■

22,158 19,854 17,452

家具家事用品
■

11,584 ii,zsa 10,258

保険医療
■

6,987 6,987 5,784

交通通信
■

28,143 28,014 20,154

教育 12,222 11,685 8,654

教養娯楽
■

25,879 24,587 20,581

交際費
■

24,897 24,589 20,111

その他
■

55,102 52,014 43,297

合計
■

292,048 283,536 236,714

図4LOTUS1-2-3に よ る3ヶ 月分 の家計簿 の グラフ表 示
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表5女 子大生Aさ んのある日の献立

6.2QuickBASICに よ る栄養計算

情 報処 理 演習(2)の テ ー々 と して,LOTUS

1-2-3の マ ク ロ機 能 か,BASICま た はQuick

BASICの プ ログ ラ ミ ングで栄 養計 算 を行 うこ

とを考 えてい るが,こ こでは,QuickBASICに

よ る栄養計算 の一例 を示す。表5は,あ る女子

大 生Aさ んのある 日の献立で あ る。 この献立 に

よる栄養摂取量 は表6の よ うにな る。 この表 を

もとに,Aさ ん の1日 の栄養摂取 量 を計算 し,

20歳 女 子 の栄養所要 量 と比較す る問題 を考 える。

付 録 は,こ の問題 につ いて のQuickBASIcに

よ る プログラムである。 この プロ グラムの実行

に よ り,図5に 示す ように,ま ず,1日 の栄養

所要量 の入力 を促す メ ッセ ージが表示 されるの

で,表 示 に従 って各量 を入力す る(画 面 〈1>)。

次 に,朝 食 を食べ たか否 かの問(YESかNOで

答 え る。YESの 場 合 はY,NOの 場 合 はNを 入

朝 昼 夕 食間

フル ー ツ

ヨーグルト

ごは ん

さはらの塩焼き

か ぼち ゃ

フルー ツ

ごは ん

チーズオムレツ

トマ ト

牛 乳

ク ッ キ ー

コ ー ヒ ー

力する。)と 朝食 に何種類の食品を食べたかの

問に続い℃,各 栄養素の量の入力の準備を促す

メ ッセージが表示 され(画 面 〈2>),リ ターン

・キーを押す と,朝 食に食べた1種 類 目の食品

の各栄養素の量の入力を促すメ ッセージが表示

されるので,表 示に従って各量 を入力する(画

面 〈3>)。 このように,朝 食の残 りの食品と昼

食,夕 食そ して間食 に食べた食品すべての各栄

養素の量を入力 し終えると,結 果の表示 を予告

するメ ッセージが表示される(画 面 〈4>)。 こ

表6女 子大生Aさ んの栄養摂取量

食 品 ・.
重量

(a>

エ ネル

ギ ー

(Kod)

たん

白質

(g>

脂 質

(g)

カルシ

ウム

(㎎)

鉄

(㎎)

ビタ ミ

ンA

(IU)

ビ タ ミ

ンB1

(㎎)

ビ タ ミ

ンB2

(mg)

ビタミ

ンC

(㎎)

朝 ヨー グル ト100

バ ナ ナ50

60

44

3.2

0.6

3.Q

o.i

iio

2

o.i

O.2

ioo

8

0.04

0.02

0.20

0.02

0

5

昼 精 白米loo

さわ ら50

か ぼ ち ゃ100

砂糖5

グレープ ・フルーツ200

}48
101

1.3

19

72

2.6

11.8

1.3

0

1.6

o.s

5.4

0.1

0

0.2

2

8

0.i

d

36

0.1

i.i

O.4

0

0.z

0

20

340

0

0

0.03

0.os

α07

0

0.i2

0.01

0.is

O.06

0

0.06

0

0

is

O

80

夕

,

精 白米100

卵100

チ ーズ20

サ ラ ダ油4

トマ ト150

牛乳200

148

162

68

37

24

its

2.6

12.3

4.5

0

1.4

5.8

o.s

11.2

5.2

4.0

0.2

6.4

2

ss

126

0

14

6.4

0.1

i.s

o.i

O

o.s

1!

0

640

240

0

330

220

0.03

11:

o.oi

O

11:

0.06

o.ol

O.48

1!:

0

0.os

O.30

0

0

0

0

30

0

聞

食

ク ッキー25

コ ー ヒー150

123

一

1.3

0.3

S.5

0.2

7

5

o.i

O

0

0

o.oi

O

0.01

0.oz

0

0
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こで,リ ター ン ・キーを押 す と朝食(画 面 〈5>),

昼 食(画 面 〈6>),夕 食(画 面 〈7>),間 食(画

面 〈8>)に 続 いて1日 に食べ た全食 品の合計(画

面 〈9>)の 各 栄養素の量が順 に表示 され る(次

の表示 に進む ときは,リ ター ン ・キ ーを押 す)。

さらに,こ こで,リ ターン ・キー を押す と,1

日の 栄養 摂取量 と所要 量 との比 較図が表示 され

る(画 面 〈10>)。 この図 において,摂 取量 が正

九角形 の内部 にあ る場 合 は所要 量 よ り不足 し,

外 部 にあ る場合 は所 要量 をオーバ ー してい るこ

とを意味す る。 なお,こ の図 をデ ィスプ レー上

に表示 す る と正 九角形 の内部 は紫色で 塗 られ,

他 の線 や文字 も色付 きのカ ラフル な表 示 となる

が,印 刷 の都 合上,図 のよ うな表示 にな って いる。

あなたの年齢,性 別,体 格でのエネルギーと各

栄養素の1日 の所要量を入力 して下 さい。

エネルギーの所要量は何kcalで すか?1800

たん白質の所要量は何gで すか?60

脂質の所要量は何gで すか?

〈画面1>

あなたは朝食を食べ ましたか 〈Y/N>?Y

あなたは朝食に何種類の食品を食べましたか?

2

それでは,朝 食に食べた食品のエネルギーと各

栄養素の量を入力して下さい。

入力の準備ができたらリターン ・キーを押 して

下 さい。

よろしいですか?

〈画面2>

ビタ ミンAの 量 は何IUで す か?

〈画面3>

間 食 に食べ た2種 類 目の食 品のエ ネルギ ー と各

栄養素 の量 を入力 して下 さい。

エ ネルギ ーの量 は何kcalで す か?0

た ん 白質の量 は何gで す か?0.3

脂 質 の量 は何gで すか。?0.2

カ ル シ ウムの量 は何mgで す か?5

鉄 の量 は何mgで す か?0

ビ タ ミンAの 量 は何IUで す か?0

ビ タ ミンB1の 量 は何mgで す か?0

ビ タ ミンB2の 量 は何mgで す か?0.02

ビ タ ミンCの 量 は何mgで す か?0

結 果 を表示 します。 よければ リター ン ・キー を

押 して下 さい。

よろ しいです か?

〈画面4>

あ な たが朝食 に摂取 したエ ネルギ ーと各 栄養素

の量 は次 の通 りです。

エ ネル ギー104kcalた ん 白質3.8g

脂 質3.19

カ ル シ ウム112mg鉄.3mgビ タ ミ

ンA1081U

ビ タ ミ ンB1.06mgビ タ ミ ンB2

.22mgビ タ ミンC5mg

昼 食 の結果 を表示 します。 よけれ ば リターン ・

キ ーを押 して下 さい。

よろ しいですか?

〈画面5>

朝 食 に食べ た1種 類 目の食 品のエ ネルギー と各

栄養 素の量 を入力 して下 さい。

エネ ルギ ーの量は何kcalで す か?60

た ん 白質 の量 は何9で す か?3.2

脂 質 の量 は何aで すか。?3.0

カ ル シウムの量 は何mgで す か?110

鉄 の 量 は何mgで す か?0.1

あ な たが昼 食 に摂取 したエ ネルギ ー と各 栄養素

の量 は次 の通 りです 。

エ ネル ギ や376kcalた ん 白質17.3g

脂 質6.29

カ ル シ ウム63mg鉄1.8mgビ タ ミ

ンA3601U

ビ タ ミ ンB11.27mgビ タ ミ ンB2
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.28mgビ タ ミンC95mg

夕 食 の結果 を表示 します 。 よければ リターン ・

キ ーを押 して下 さい。

よろ しいですか?

〈画面6>

あ な たが夕食 に摂取 したエ ネルギ ーと各栄養素

の量 は次 の通 りです。

エ ネ ル ギ ー557kcalた ん 白 質

26.6g脂 質27.5g

カル シウム397mg鉄2.7mgビ タ

ミンA14301U

ビ タ ミ ンB1.26mgビ タ ミ ンB2

.92mgビ タ ミンC30mg

間 食 の結 果 を表示 します 。 よければ リターン ・

キ ーを押 して下 さい。

よろ しいですか?

〈画面7>

あ な たが間食 に摂取 したエ ネルギ ーと各栄養素

の量 は次 の通 りです 。

エ ネル ギ ー123kcalた ん 白質1.6g

脂 質5.79

カ ル シ ウム12mg鉄.1mgビ タ ミン

AOIU

ビ タ ミ ンB1.Olmgビ タ ミ ンB2

.03mgビ タ ミンCOmg

1日 の 結果 を表示 します 。 よけれ ば リターン ・

キー を押 して下 さい。

よろ しい ですか?

〈画面8>

あ な たが1日 に摂取 したエ ネルギー と各栄養素

の量 は次 の通 りです 。

エ ネル ギ ー1160kcalた ん 白質49.3g

月旨質42.5g

カ ル シ ウム584mg鉄4.9mgビ タ

ミンA18981U

ビ タ ミ ンB1.6mgビ タ ミ ンB2

1.45mgビ タ ミンC130mg

ユ 日の所要量 との比較 図を表示 します 。 よけれ

ば リター ン ・キ ーを押 して下 さい。

よろ しいで すか?

〈画 面9>

図5Quick.,に よる栄養計算のプログ

ラムを実行したときの画面表示

7.む すび

本論では,本 学家政科で行ってきた情報処理

教育 の経験 をもとに,情 報 リテラシー教育の観

点か ら一般情報処理教育の在 り方について検討

した。多 くの大学の文系および非情報系学科で

情報処理教育が行われるようになって久 しいが,

単 に,情 報処理の授業があり,そ の授業が行わ

れていれば良いという姿勢では,情 報化社会の

発展,変 化の速 さに到底対応 しきれるものでは

ない。絶えず社会の動向に注意 し,情 報処理教

育を充実 してい く努力が必要であり,授 業を担

当す る教員一人一人が,単 に自分の知っている

ことを教えるという自己中心,自 己満足 の姿勢

ではなく,学 生のニーズがどこにあるかをよく

考え研究 し,学 生の反応や教育効果等に十分留

意 しなが ら教育の質の向上に努めることにより,

情報化社会に対応 しうる一般情報処理教育を実

現することがで きるもの と考える。
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Qtiユc、kB冷S- .C、 に よ る ・..
栄 養 計 算 の プ ロ グ ラ ム .

「



REM栄 養 計 算 お よ び 表 示

DIMMEAL$(4),NUTRIMENT$(8),UNIT$(8),SQUANTITY(8)

DIMTQUANTITY(4,8),GTQUANTITY(8),RQUANTITY($)

DIMRAD1(8),RAD2(8)

FORI=1TO4

READMEAL$(1)

NEXTI

FORI=OTO8

READNUTRIMENT$(1),UNIT$(1)

NEXTI

CLS

LOCATE5,1

PRINT"あ な た の 年 齢,性 別,体 格 で の エ ネ ル ギ ー と 各 栄 養 素 の"

PRINT"1日 の 所 要 量 を 入 力 し て 下 さ い 。"

FORI=OTO8

PRINT

PRINTNUTRIMENT$(D;}}の 所 要 量 は 何1f;UNIT$(D;'?で す か";

INPUTSQUANTITY(1)

GTQUANTITY(1?=4

NEXTI

F◎RI'=1TO4

FORJ=OTO8

NE斐 賜NTITY(1・3)=O

CLS

LOCATE10.1-

PRINT"あ な た は'曹;MEAL$(1);"を 食 べ ま し た か くY/N>";

INPUTA$

IFA$3,9Y鱈THEN

PRINT

PRINT"あ な た は";MEAL$(1);"に 何 種 類 の 食 品 を 食 べ}};

PRINTsrま し た かrr;

INPUTN

PRINT

PRINT"そ れ で は,";MEAL$(1);"に 食 べ た 食 品 の エ ネ ル ギ ー とr　 ;

PRINT"各 栄 養 素 の 量 を 入 力 し て 下 さ い 。ff

PRINT

PRINT"入 力 の 準 備 が で き た ら リ タ ー・ン ・ キ ー を 押 し て";

PRINT"下 さ い 。ff

PRINT

INPUT}}よ ろ し い で す か";X

FOR3=1TON

GLSLOCATE5,1

PRINTMEAL$(1);"に 食 べ た";J;"種 類 目 の 食 品 の";

PRINT"エ ネ ル ギ ー と 各 栄 養 素 の 量 を 入 力 し て 下 さ い 。"

PRINT

FORK=OTO8

PRINTNUTRIMENT$(K);r'の 量 は 何+t;UNIT$(K);t}で す か";

INPUTQUANTITY

TQUANTITY(1,K)=TQUANTITY(1,K)+QUANTITY

PRINT

NEKTK

NEXTJ

FORK=OTO8

GTQUANTITY(K)零GTQUANTITY(K)+TQUANTITY(1,K)

NEXTK

ENDIF

NEXTI

PRINT

PRINT"結 果 を 表 示 し ま す 。 よ け れ ば リ タ ー ン ・ キ ー をff;

PRINT"押 し て 下 さ い 。"
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PRIIv`T

INPUTrtよ ろ し い で す か";X

FORI=1TO4

eLs

LOCATE10,1

PRINTttあ な た が";MEAL$(1);}}に 摂 取 し た エ ネ ル ギ ー とrt;

PRINTft栄 養 素 の 量 は 次 の 通 り で すCtr

PRINT

FORJ_OTOS

IFJ=OORJ=30RJ=6THEN

PRINTTAB(4);NUTRIMENT$(J);TQUANTITY(1,J);UNIT$(J);

EL-SEIFJlORJ=40RJ7THEN

PRINTTAB(27);NUTRIMENT$(J);TQUANTITY(1,J);UPIT$(J);

ELSE

PRINTTAB(50);NUTRIMENT$(」);TQUANTITY(1,J);UNIT$(」)

PRINT

ENDIF

NEXTJ

PRINT

IFI〈4THEN

PRINTMEAL$(1+1);/fの 結 果 を 表 示 し ま す 。 よ け れ ばrr;

PRINT"リ タ ー ン ・ キ ー を 押 し て 下 さ い 。TI

ELSE

PRINT"1日 の 結 果 を 表 示 し ま す 。 よ け れ ば";

PRINT曾!リ タ ー ン ・ キ ー を 押 し て 下 さ い6rt

ENDIF

PRINT

INPUT}}よ ろ し い で す か";X

NEXTI

CLS

LOCATE10,1

PRINT"あ な た が1日 に 摂 取 し た エ ネ ル ギ ー と 各 栄 養 素 の 量 はtr;

PRINTt° 次 の 通 り で す 。tr

PRINT

FORI=OTO8

1FI=UORI=30RI=6TNEN

PRINTTAB(4>;NUTRIMENT$(1);GTQUANTITY(1);UNIT$(1);

ELSEIFI=10RI=40RI=7THEN

PRINTTAB(27);NUTRIMENT$(1);GTQUANTITY(1);UNIT$(1);

ELSE

PRINTTAB(50);NUTRIMENT$(1);GTQUANTITY(1);UNIT$(1)

PRINT

ENDIF

NEXTI

PRINT

PRINT"1日 の 所 要 量 と の 比 較 図 を 表 示 し ま す 。";

PRINTffよ け れ ば リ タ ー ン ・ キ ー を 押 し て 下 さ い 。"

PRINT

INPUT}}よ ろ し い で す か";X

WINDOWSCREEN(0,⑪)一(80,25)

FORT=t3TO8

NE旻 孕U全NTITY(1)=GTQUANTITY(1)/SQUANTITY(1)

CLS

FORI=OTO8

RAD1(1)=(3.14159/180)*(9◎-1*4◎)

RAD2(1)3(3.14159/180)*(50-1*4⑪>

LINE(40+12.5*COS(RAD1(1)),12.5-6.25*SIN〈RAD1(1)))一

→(40+12.5*COS(RAD2(1)),12。5-6.25*SIN(RAD2(1)))

LINE(40,12.5)一(40+12.5*COS(RAD1(1)),

→12.5-6.25*SIN(RAD1(1)))
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NEXTI

FORI=OTO8

PAINT(40+10*COS(RAD1(1)+10)s

→12.5-5*SIN(RAD1(1)+10))
,5,7

NEXTI

FORI=QTO8

1FI+1=9THEN

LINE(40+12.5*RQUANTITY(8)*COS(RAD1(8)),

→12.5-6。25*RQUANTITY(8)*SIN(RAD1く8)))一

→(40+12.5*RQUANTITY(Q)*COS(RAD2(8))
,

→12.5-6.25*RQUANTITY(0)*SIN(RAD2(8)))
,3

ELSE

LINE(4Q+12.5*RQUANTITY(1)*COS(RAD1(1)),

→12.5-6,25*RQUANTITY(1)*SIN(RAD1(1)))一

→(40+12.5*RQUANTITY(1+1)*COS(RAD2(1))
,

→12,5-6.25*RQUANTITY(1+1)*SIIV(RAD2(1)))
,3ENDIF

NEXTI

COLOR10

FORI=OTO8

1FRQUANTITYtI)C=1 .THENRQUANTITYtI)=1

NEXTI

LOCATE12.5-6.25*RQUANTITY(O)*SIN(RAD1(0))一 ⑪,

→40+12。5*RQUANTITY(0)*COS(RAD1(0))-3

PRINTNUTRIMENT$(0)

LOCATE12。5-・6.25*RQUANTITY(1)*SIN(RAD1(1))+Q,

→40+12。5*RQUANTITY(1)*COS(RAD1(1))+2

PRINTNUTRIMENT$(1)

LOCATE12.5-6.25*RQUANTITY(2)*SIN(RAD1(2))+1 ,
→4⑪+12.5*RQUANTITY(2)*COS(RAD1(2))+2

PRINTNUTRIMENT$(2)

LOCATE12.5-6.25*RQUANTITY(3)*SIN(RAD1(3))一 ◎,

→40+12.5*RQUANTITY(3)*COS(RAD1(3))+2

PRINTNUTRIMENT$(3)

LOCATE12.5-6.25*RQUANTITY(4)*SIN(RAD1(4))+2,

→40+12.5*RQUANTITY(4)*COS(RAD1(4))

PRINTNUTRIMENT$(4)

LOCATE12.5-6.25*RQUANTITY(5)*SIN(RAD1(5))+2,

→40+12.5*RQUANTITY(5)*COS(RAD1(5))-4

PRINTNIiTRIMENT$(5)

LOCATE12.5-6.25*RQUANTITY(6)*SIN(PAD1(6))-0,

→40+12.5*RQUANTITY(6)*COS(RAD1(6))-11

PRINTNUTRIMENT$(6)

LOCATE12.5-6.25*RQUANTITY(7)*SIN(RAD1(7))+1,

→40+12.5*RQUANTITY(7)*COS(RAD1(7))-12

PRINTNUTRIMENT$(7)

LOCATE12.5-6.25*RQUANTITY(8)*SIN(RAD1(8))'-O,

→40+12.5*RQUANTITY(8)*COS(RAD1(8))-10

PRINTNUTRIMENT$(8)

COLORr

LOCATE25,1

PRINT"リ タ ー ン ・ キ ー を 押 す と 終 了 し ま す 。 終 了 し ま す かft;

INPUTK

DATA朝 食,昼 食,夕 食,間 食

DATAエ ネ ル ギ ー,kcal,た ん 白 質,g,脂 質,g,'カ ル シ ウ ム,mg

DATA鉄 調g,ビ タ ミ ンA,iJ,ビ タ ミ ンBl調g,ビ タ ミ ンB2,gig

DATA ,ビ タ,ミ ンC,mg

END

矢印 「→」のある行は,前 の行か らの続きであることを示す.
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